































の低 ドは 日常生活に支障をきたすがそれだけではなく,その度合いが強くなると,将来,緑 内障や近視
性網膜症,白 内障などの重篤な疾患を続発する危険性が高くなる2)ことから,児童生徒の視力低 ドに対す
る予防対策が必要である。
ただ,児 童生徒の視力への影響因子は広く報告 されているにもかかわらず,詳 細な調査によって広範
囲に検討 された研究は少ない。従って本研究の目的は,視 力低下を招く可能性のある屋外活動や姿勢を
はじめ,勉 強中の 目の疲れ,教 科書を見る様子,教 室の明るさ,勉強時間,ス ポーツ実施時間,テ レビ
やゲームに費やす時間などを児童生徒にアンケー ト調査 し,さ らには,家 族の視力,両 親の近視の有無
メガネや コンタク トレンズの使用状況,子 どもが勉強やゲームをしている状況,テ レビゲームの使用制
限,子 どもの習い事,子 どもの朝食摂取や睡眠等の生活習慣などを,保 護者にもアンケー ト調査するこ
とによって,児 童生徒の視力と各種環境因子や遺伝因子との関連を明らかにすることである。
福井県内の小学生726人(小学4,5年 生),小学生の保護者722人,中学生795人(中学2,3年 生),




本研究より,次のよ うな結果が明らかになった。(1)学校で勉強 している時目の疲れをよく感 じている
児童生徒は視力が比較的悪 く,口の疲れをほとん ど感 じていない児童生徒は視力が比較的よい,(2)教科
書を見る時 口を近づけないように気をつけている児童生徒の多くは,視 力が比較的よい,(3)教室の明る
さについて丁度よいと感 じている生徒の多くは,視力が比較的よい,(4)学校で勉強している時 目の疲れ
をよく感 じる児童生徒の多くは,教 科書を見る時いつ も目を近づけて見てしま う,(5)学校で勉強 してい
る時 目の疲れをよく感 じる児童の多くは,教 室が 「明るすぎる」,「暗すぎる」と感 じている,(6)学校で
勉強 している時目の疲れをよく感 じる児童の多 くは,先生の話を聞く時いつも姿勢が悪 くなる,(7)教科
書を見る時目を近づけすぎないように気をつけている児童の多 くは,教 室の明るさが丁度よいと感 じて
いる,(8)教科書を見る時 目を近づけすぎないように気をつけている児童の多 くは,先 生の話を聞く時い
つも姿勢よく聞いている,(9)普段家の外で遊んだ りスポーツをした りしてよく身体を動か している児童
の多 くは,視 力が比較的よい,(10)スポーツ少年団やスポーツクラブに入っている生徒の多 くは,視 力
が比較的よい,(ll)視ノ」の比較的よい母親は児童生徒 も視ノJがよく,視ノJの比較的よい父親の生徒 は視
力がよい。
以上の研究結果が,児 童生徒の視力低 ドに対する予防策の一端 として活用されることを期待する。
キーワー ド:児童生徒の裸眼視力,各 種環境因子,遺 伝因子
1.は じめ に
平成24年度の学校保 健統計調 査Dによ ると,児 童 全体
の うち裸眼視力1.0未満 の者 の割合 は30.68%であ り,前
年度の29.91%より増加 してい る。 さ らに,10年前の平成
14年度 は25.67%,平成4年度 は22.50%であ り,年 々増加
傾 向にあ る1)。また,平 成24年度 の中学校生徒 について
は裸 眼 視 力1.o未満 の 者 の 割 合 は54.38%,前年 度 は
51.59%,平成14年度 は49.04%,平成4年度 は45.56%であ
るD。そ して児童 と同様 に裸 眼視 力1.0未満の生徒 も増加
してお りD,児童生徒 の視 力低下 は進 行 し続 けてい るこ
とがわか る。
視力の低下 は,目 常生活 に支障 をきたすだ けで なく,
その度合いが強 くなると,将 来,緑 内障や近視性網膜症






が,明 確な関連性は見出せず,遊 び時間とい う括 りでは
近視 との関連がないと報告 している。 しか し,Dirani





































さらに,鶏 による研究では ドー パ ミンの影響を追跡 し
てお り,鶏 の眼軸の伸長はD2一ドーパ ミン受容体の刺激













低下する18)。従って,学 習時では教科書や ノー トと日の
間の距離を30cm以上に保つことが近視の予防に繋がるで
あろう。さらに,その姿勢を長時間継続 しない注意も必
要である。椅子の高さは ド肢長,机 の高さは ド肢長+座















中の 口の疲れ,教 科書を見る様子,教 室の明るさ,勉強
時間,ス ポーツ実施時間,テ レビやゲームに費やす時間
などを児童生徒にアンケー ト調査 し,さ らには,家族の







福井県 内の小学生726人(小学4,5年 生),小 学生の
保護者722人,中学生795人(中学2,3年 生),中 学生
の保護者770人の合 計3,013人に,巻 末の資料1～ 資料3
に記載 した アンケー ト調査 を行 った。本研究の アンケー
ト回収率 は,児 童生徒が95.8%,保護者 が98.7%であった。
3,013人の回答 の中か ら,回 答 に空 白が多数 あった り,
1つ を選ぶ質 問で あるの に複数回答 を した り,現 実 には
あ りえない数字 を記入 した りなどとい った不適切 な回答
のデー タを除 き,小 学生695人,その保護者702人,中学
生762人,その保護者770人の合計2929人のデー タを分析
した。デー タの分析 には,エ クセル統計及びSPSSを使用
した 。
3.結 果及び考察
まず,巻 末 に掲載 した資料1及 び資料2に お ける学校
での生活の様子 に関す る質 問項 目(問2-1～問2-6)及び
屋外 での活動(問3-1)と,児 童生徒 の裸眼視力 との 関
連(ク ロス集 計後 の κ2検定結果)を 表1に 示 した。 裸
眼視力の分類 は,詳 細 に区分 し結果 を得 る 目的で,学 校
保健統計調査2Dに基 づ くA～Dの4段 階を より詳細 に区
分 し,両 眼 とも裸眼視力が1.0以上の者 は 「分類1」,片
眼 が1.0以上 で も う一方 が1.0未満 の者は 「分類2」,両
眼 が0.7～0.9の者 は 「分類3」,片 眼が0.7～0.9でも う
一方が0.7未満 の者 は 「分類4」,両 眼が0.3～0.6の者 は
「分類5」,片 眼が0.3～0.6でも う一方 が0.3未満 の者 は
「分類6」,両 眼が0.3未満 の者 は 「分類7」 とし,7段
階 に分 けた。 さ らに,資 料1及 び資料2の 質 問項 目で表















表1に 示 した よ うに,児 童で は,裸 眼視力(前 述 した
7段 階の区分)と 問2-1(学校 で勉 強 してい る とき に 目
がつ かれた と感 じる ことはあ りますか。),問2-3(教科
書 を見 るときは,口 を近づ けす ぎない よ うに しています
か。),問3-1(ふだ ん,家 の外 で遊 んだ りスポーツ を し
た りして体 を動 か しています か。)との 問の κ2値に有意
差がみ られ,生 徒で は,裸 眼視力(前 述 した7段 階の 区
分)と 問2-1,問2-3,問2-4(教室 の明 る さにつ いて ど
う思 いますか。),問3-1(ふだ ん,学 校で の部活動 以外
で,ス ポーツや運動な どを しています か。)の 間で,κ2
値 に有意差が認 め られた。
つま り,児 童生徒 ともに裸眼視力の善 し悪 しの程度 と,
学校での勉強 中に 口の疲れ を感 じる程度,教 科書 を見 る
時の 口を近づ ける程度,普 段部活動以外で運動 を してい
る程度 とは関連が あ り,さ らに,生 徒で は裸眼視力の善
し悪 しの程度 と教室での 明るさを感 じる程度 とは関連の
あることが 明 らか になった。
次 に,表1でZ2値 に有意差 を示 した問2-1の残 差分析
結果 を,表3及 び表4に 示 した。
問2-1の残差分析 結果 か ら,表3よ り裸眼視力 が分類
1(両 眼 とも裸 眼視 力が1.0以上)に 該 当す る児 童 は,
「学校 で勉 強 している時に 口が疲 れた ことがあ りますか」
の質 問に対 して,「 よ く感 じる」 と回答 した児 童が有意
に少 な く,「とき どき感 じる」,「ほ とん ど感 じない」 と
回答 した児童が有意 に多か った。 さ らに,裸 眼視力が分
類4～ 分類6の 児童 は,「 とき どき感 じる」 と回答 した
者 が有意 に多 く,「ほ とん ど感 じない」 と回答 した者が
有意 に少 なか った。 さらに,分 類7に 該当 した児童 は,
「よく感 じる」,「とき どき感 じる」 と回答 した者 が有
意 に多 く,「ほ とん ど感 じない」 と回答 した者 が有意 に
少 ない ことが 明 らか になった。
さらに表4よ り,裸 眼視力が分類1に 該当す る生徒は,
表3と 同様 の質 問(問2-1)に 対 して,「 よく感 じる」,
「とき どき感 じる」 と回答 した者 が有意に少 な く,「ほ と
ん ど感 じない」 と回答 した者が有意 に多 く見 られた。 ま
た,分 類5に 該 当 した生徒 では,「 とき どき感 じる」 の
回答 が有意 に多 く,「ほ とん ど感 じない」 の回答 が有意
に少 なかった。分類7に 該 当 した生徒 では,「 よく感 じ
る」 の回答が有意 に多 く,「ほ とん ど感 じない」 の回答
が有意 に少 ない こ とが 明 らか になった。





我々は物を見る時,水 晶体の厚さを調節 しピン トを合
わせてお り22),この調節に関わっているのが毛様体筋で
ある。視力の近視化はこの毛様体筋の筋肉の疲労によっ









て,目 の体操等,毛 様体筋の リラックスをもた らす行動
によって,毛様体筋の負担を軽減する試みが必要である。










だ,本 稿の紙面が限 られてお り,本研究では,ク ロス集
計,ズ 検定結果で有意差を示 した内容の残差分析結果
を,表5の ように文章としてまとめた。
次に,資料1及 び資料2に 示 したアンケー ト内容の問




表6と 表7よ り,資料1の 問2-1から問2-6までの結果











に該 当す る児 童は、 「目を近づ けす ぎない よ うに気
を付 けている」 との回答 が有意 に多 く、 「とき どき
目を近づけてみて しま う」、 「いつ も目を近づけてみ
て しま う」 との回答 が有意 に少 なかった。
・裸眼視力 が分類7に 該当す る児童 は、 「教科書 を見
る ときは、 目を近づけす ぎない ように気 を付 けてい
る」 と回答 した者 が有意 に少 な く、 「ときどき 目を















































































関連の あることが 明 らか になった。勉強時の姿勢 につい
て は,男 女 とも裸 眼視力1.0以上 の視 力正常群 に比 べ,
視 力0.9以下 の群 で は姿 勢 が悪 い比 率 が高 い とい う報
告23)があ り,「口の疲れ を よく感 じる者 は,教 科書 にい
つ も 口を近づ けて見 て しま う」 こと,「 口の疲れ をほと
ん ど感 じない者 は,教 科書 に 目を近づ けす ぎない よ うに
気 をつ けてい る」 とい う本研究結果 は十分理解で きる。
表7.表6の κ2検定で有意差を示した内容の残差分析結果
児童 に関する結 果
・「学校で勉強 してい るとき、 口の疲れ をよく感 じる」
と回答 した者 は、 「教科書 をいつ も近 づ けて見 て し
ま う」 との回答 が有意 に多かった。
・「学校 で勉強 してい る とき、 目の疲れ を ほとん ど感
じない」 と回答 した者 は、 「教科書 に 目を近づ けす
ぎない ように気 をつけている」 との回答 が有意 に多
かった。
・「学校で勉強 してい るとき、 目の疲れ をよく感 じる」
と答 えた者 は、 「教室 の明る さが ち ょうどよい」 と
の回答が有意に少 なく、 「明 るす ぎる」、 「暗す ぎる」
との回答 が有意 に多かった。
・「学校 で勉強 してい る とき、 目の疲れ をほ とん ど感
じない」 と回答 した者 は、 「教室 の明る さにつ いて
ち ょ うどよい」 との回答 が有意 に多 く、 「明 るす ぎ
る」、 「暗す ぎる」 との回答 が有意 に少 なかった。
・「学校で勉強 してい るとき、 目の疲れ をよく感 じる」
と回答 した者 は、 「いつ も姿勢が悪 くなる」 との回
答 が有意 に多かった。
・「目の疲 れ を とき どき感 じる」 と回答 した者 は、
「いつ も姿勢 よ く聞いて いる」 との回答 が有意 に少
なかった。
・「目の疲 れ をほ とん ど感 じない」 と回答 した者 は、
「いつ も姿勢 よ く聞いて いる」 との回答 が有意 に多
く、 「いつ も姿勢 が悪 くなる」 との回答 が有意 に少
なかった。
・「教 科書 に 日を近づ けす ぎない よ うに気 をつ けてい
る」 と回答 した者 は、 「教 室の明 る さがち ょ うどよ
い」 との回答 が有意 に多 く、 「暗す ぎる」 との 回答
が有意 に少 なかった。
・「教科 書 にいつ も目を近づ けす ぎて しま う」 と回答
した者 は、 「教 室の明 る さがち ょ うどよい」 との回
答 が有意 に少 な く、 「暗す ぎ る」 との回答が有意 に
多かった。
・「教 科書 に 日を近づ けす ぎない よ うに気 をつ けてい
る」 と回答 した者 は、 「いつ も正 しい姿勢で先生 の
話 を聞い ている」 との回答が有意 に多 く、 「先生 の
話 を聞 くとき、いつ も姿勢 が悪 くなる」 との回答 が
有意 に少 なかった。
・「教科 書 にいつ も目を近づ けて見て しま う」 と回答
した者 は、 「先 生の話 を聞 くとき、 いつ も姿勢 が悪
くなる」 との回答 が有意 に多かった。
生徒 に関す る結 果
・「学校で勉強 してい るとき、 口の疲れ をよく感 じる」
と回答 した者 は、 「教科書 をいつ も近 づけて見 て し
ま う」 との回答が有意 に多 く、 「近づ けす ぎない よ
うに気をつけている」 と回答 した者 は有意 に少 なかっ
た。
・「学校で勉強 してい るとき、 目の疲れ をよく感 じる」
と回答 した者 は、 「いつ も姿勢が悪 くなって しま う」
との回答 が有意 に多かった。
・「学校 で勉強 してい る とき、 目の疲れ をほ とん ど感
じない」 と回答 した者 は、 「いつ も正 しい姿勢 で先
生 の話 を聞いている」 との回答 が有意 に多かった。
・「教科 書 にいつ も目を近づ けて見て しま う」 と回答
した者 は、 「教室の 明るさについて、 ちょ うどよい」
との回答 が有 意に少 な く、 「暗す ぎる」 との回答 が
有意 に多かった。
・「教 科書 に 目を近づ けす ぎない よ うに気 をつ けてい
る」 と回答 した者 は、 「先 生の話 を聞 くとき、 いつ
も姿勢 が悪 くなる」 との回答 が有意 に少 なかった。
・「教科 書 にいつ も目を近づ けて見て しま う」 と回答
した者 は、 「先 生の話 を聞 くとき、 いつ も姿勢 が悪
くなる」 との回答 が有意 に多かった。
表7よ り,「先生 の話 を聞 く時 いつ も姿勢 が悪 くな っ
て しま う」 と答 えた児童生徒 の多 くは,「学校 で勉 強 し
て いる とき,目 の疲 れ をよ く感 じる」 こ と,「先 生の話
をいつ も正 しい姿勢で聞いてい る」 と答 えた児童生徒の
多 くは,「学校 で勉強 してい る とき,目 の疲れ をほ とん
ど感 じない」 と答 えてい ることも明 らか になった。 しか
し,先 生の話 を聞 く姿勢が悪い とい うことは,学 習時や
食事時,或 いは,読 書やテ レビゲー ムを している時な ど,
普段の 日常生活の姿勢 も悪い ことが十分予想 され る。
「先生の話 を正 しい姿勢 で聞い ている」 と答 えた児童
生徒 の多 くは,「教科書 を見 る とき 口を近づ けす ぎない
よ うに気 をつ けてい る」 と答 えてお り,「先生 の話 を聞
くとき,い つ も姿勢が悪 くなる」 と答 えた児童生徒の多
くは,「教科 書 を見 る とき,い つ も 目を近づ けて見て し
ま う」 と答 えてい ることも明 らか になった。ただ,箸 や
鉛筆の持 ち方 と学習時の姿勢 はそれぞれ 関連 してお り,
箸や鉛 筆 の持 ち方 が正 しい者 は学 習時の 姿勢 もよい]9)
ことか ら,近 視予防 を考 えると,先 生の話 を聞 く姿勢や
学習時の姿勢の改善 を促 した り,給 食 を食べ る時の箸の
持 ち方の指導,鉛 筆の正 しい持 ち方の指導 を行 った りす
るなど,幅 広い健康教 育が必要 となる。
「教室の照 明が ちょ うどよい」 と答 えた児童生徒 の多
くは,「教科 書 にいつ も目を近づ けて見て しま う」 と答
えた者 が少ない こ と,「教 室の照 明を暗す ぎる」 と答 え
た児童 生徒の多 くは,「教科書 にいつ も 目を近づ けてみ
て しま う」 と答えた者 が多い ことな ども明 らかになった。
学校環境衛 生基準25)において,照 度 は 「教 室お よびそれ
に準ず る場所の照度 の下限値 は300ルクス,ま た,教 室
及び黒板 の照度 は,500ルクス以上 であ るこ とが望ま し
い25)とい うことであ り,教 室 の照度 も適切 に保つ 必要
性が伺 えた。
次 に,裸 眼視力 と問3-1(ふだ ん,家 の外 で遊 んだ り
ス ポー ツを した りして体 を動か してい ますか)及 び,保
護者へ の質問 の問3-2-8(お子様 はスポーツ少年 団,ス
ポー ツクラブ などに入 っていますか。入 って いる場合,
何 のスポー ツか も記載 して くだ さい。)と のク ロス集 計
結果 を表8と 表9に 示 した。表7ま で は視力 の善 し悪 し
に関す る分類 をよ り詳細 にす る為 に先 に記載 した とお り,
視力の 区分 を7段 階 に分 けたが,表8か らは,類 似 した
過去 の研 究結果 と比較で きるよ うに学校保 健統計 調査21)
と同様 に4段 階に分類 した。学校保健 統計調査2L)に基づ
いた分類 は,裸 眼視力1.0以Eとは両眼 とも1.0以Eとし,
両 眼又は片眼 の視 力が1.0未満 の場合 は低い方 の視 力 に
よ り判 断 し,視 力が1.o以トの者 はA,視 力がo.9～o.7
の者 はB,視 力 が0.6～0.3の者 はC,視 力 が0.3未満 の
者 はDで ある。
また,生 徒 にお ける裸眼視力 と保護者への質 問の 問3-
2-8とのク ロス集計結果 を表9に 示 した。
表8及 び表9の クロス集計結果をκ2検定 し,有 意差
を示 した項 目の残差分析結果を表10に示 した。表8の 質
問は平 目と休 目に分けてアンケー ト調査をしてお り,残



















体 を動か している」 と回答 した者は有意 に多く、
「ときどき体を動か している」と回答 した者は有意
に少 なかった。
・裸 眼視 ノJC(裸眼視 ノJが0.3未満)の 児童 で、 「よく
体を動か している」 と回答 した者 は有意に少 な く、




てい る」 と回答 した者 は有意 に多 く、 「入 っていな
い」 と回答 した者 は有意に少 なかった。
本研究で は713人中477人と多 くの生徒が運動部 に所属
ノ,部 活動以外 での運動 を示す 質問項 目(「学校 の ある
ヨに普段,部 活動以外でス ポー ツなどを して体 を動か し
⊂いますか」と 「スポーツ少年団,ス ポー ツクラブに入 っ
⊂い るか」)のそれぞれの項 目(保 護者への質問で問3-2-
)と 「裸 眼視力」 との間で有意 な関連が見 られ た。 ス
ドーツ と視力低下の抑制効果 との関連の一端 が窺 えるが,
有述 した よ うに,ス ポー ツそれ 自体 よ りもむ しろ,屋 外
雪動全体の時 間の多 さが近視の少 なさと関連 してい る と
つ報 告`),屋外 活動全体 がスポー ツ よ りも近視 の抑 制 に
寸して大きな役割 を果た してい るとい う報 告1),身体活
功レベル に関係 なく,屋 外で過 ご した時 間が近視 を予測
γる要 因である とい う指摘26)などが ある。 この よ うな研
篭報告や指摘 を考 えると,ス ポー ツ活動や屋外活動 と近
見との 間の 関連 は,Diraniら4),Roseら5),Wuら7),Guo
う8)などの研 究結果 を参考 に しなが ら,よ り詳細 な検討
)ミ必要で あるが,こ れまでの研究報告か らはスポー ツ活
功とい うよ り屋外活動の影響が大 きい よ うで ある。
そ のほか,1目 あた りにおけ るテ レビや ビデ オ ・DVD
つ視聴時 間をは じめ,テ レビゲー ムの実施時 間,携 帯式
デー ムの実施時 間,パ ソコンの使用時 間,さ らには,テ
/ビを観 るときの画面か らの距離 などについて も質 問 し
こが,実 測値で はなか った ことか らか,視 力等 との 明確
よ相 関関係 はみ られ なか った。 また,児 童生徒へのテ レ
ゴゲー ムなどの許可や制限の状況,学 習塾や習い事の実
缶,さ らには児童生徒の朝食摂取状況や就寝時刻,起 床
寺刻 について も保護者 に質 問 し分析 したが,有 意 な関連
よ認 め られ なか った。
ただ,視 力 に影響 をもた らす環境因子の1つ と して考
宅られ るテ レビの視聴時 間について は,本 研究で は視力
この 関連 はみ られ なか ったが,本 研究でのテ レビ平均視
恵時間は児童で平 日60分,休 日120分,生徒 で平 日60～
20分,休 日120～180分が最 も多か った。 この結果 は,
芦レビの視聴時 間は平均2時 間で,小 学校4年 生か ら次
行に増加 し,中 学校2年 生で もっとも長 くなってい る と
・う佐藤27)の報告 と類似 していた。
さ らに,近 視の発生 には遺伝因子 と環境因子の両者が
kき くかか わって いる18)ことか ら,こ れ まで検討 して
窒た環境因子以外 に遺伝因子 も考 え られ る。従 って,児
重生徒 と保護者 との裸眼視力の 関連 を検討 した。
具体的にはこれまでと同様に,児童生徒と保護者によ
るアンケー ト調査の回答についてクロス集計を行い,そ
の ズ検定結果 に有意差の認められた児童 とその母親,
生徒とその両親のクロス集計結果を,表ll～表13に示 し




















































制限 している保護者が約3割 に減 り,保護者の多くが児
童に比べて生徒にはゲーム時間の制限を自己責任に任せ
ている実態もわかった。生活の仕方を厳 しく注意するよ
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資料1.目 の健康に関するアンケー トの内容(小学生用)
1.は じめに
この アンケー トは,み なさんの 目の健康 じょ うたい に
ついての しつ もんです。
アンケー トの答 えによって,先 生や家族か ら注意 され
ることはあ りませんので,ふ だんの生活 にっいて正直 に
答 えて くだ さい。
2.ア ンケー トの 内容
① あなたの こと,② 学校での生活,③ 学校以外での生
活,④ 家での生活 について質 問を してい きます。むずか
しい質 問はあ りませんので,思 った とお りに答 えて くだ
さい。 も し分か らない ことが あれ ば,学 校で先生 に聞い
て くだ さい。
1)次 の質 問について,当 て はま る答 えを()に
記入 して くだ さい。




メガネ な しで 右 目()左 目()
メガネ をか けて 右 目()左 目()
※視力 はA～Dで 答 えて くだ さい。(わ か らな けれ
ば,学 校で先生 に教 えて も らって記入 して くだ さ
い)
2)学 校での生活 について質 問 します。 当て はま る数字
を■に記入 して くだ さい。
(1)学校で勉強 してい るときに 口がつかれた と感 じるこ
とはあ りますか。(問2-1)
① よく感 じる
② とき どき感 じる
③ ほ とん ど感 じない
(2)(1)で①,② と答 えた方 にお聞き します。 目がつ か
れた と感 じた ら,何 か しますか。次の 中か ら選んで
くだ さい。(い くつ選 んで もかまいませ ん)


















① いっ も正 しい しせいで聞いてい る
② ときどき しせいが悪 くなる
③ いつ も しせいが悪 くなる
(6)休み時 間は,ど の よ うに過 ごす ことが多いですか。
(問2-6)
① グラウン ドや体育館 などで遊ぶ ことが多い。
② 教室や図書館 などで読書 を した り,べ ん きょ う
した りす ることが多い。
③ 教室 などで友達 と話 してい ることが多い。
3.学 校か ら帰 った後の ことについて質 問 します。 当て
はま る数字 を□に記入 して くだ さい。
(1)ふだん,家 の外で遊んだ りス ポー ツを した りして体
を動か してい ますか。(スポーツ少年 団での活動 な
どもふ くみ ます)(問3-1)
① よく体 を動か してい る。
② ときどき体 を動か してい る。
③ あま り体 を動か してい ない。
(2)(1)で①,② を選 んだ人にお聞き します。
週 に何 日く らい体 を動か しますか。
(3)(1)で①,② を選 んだ人にお聞き します。
1目 あた りどれ く らいの時 間,体 を動か しますか。
4.家 での生活 についてお聞 き します。 当て はま る数字
を□に記入 して くだ さい。
(1)1日あた り,家 で どれ く らい勉強 して います か。
(学習 じゅくで勉 強 している時間はのぞきます。)学
校が ある 口と休みの 口のそれぞれ について教 えて く
だ さい。
(2)家で勉強す るとき,暗 くな らない よ うに電気 スタン
ドなどの あか りを使 っていますか。次の①,② か ら
選んで くだ さい。
① 使 ってい る
② 使 ってい ない
戎 利光,田 中 麻結,松 浦 麻衣,安 居 曜平,山 口 侑希,宮 下 裕文
(3)1目あた りどれ くらい の時 間,テ レビや ビデ オ ・
DVDを見ます か。(テ レビゲー ムをす る時 間はのぞ き
ます。)学校 が ある 日と休 み の 日のそれぞれ につい
て教 えて くだ さい。
(4)10あた りどれ く らいの時 間,テ レビゲー ムを しま
すか。(テ レビゲームはWiiやプ レステ など,テ レビ
を使 ったゲー ムの ことです。 けいたい式ゲー ムはの
ぞ きます 。)学校が あ る 日と,休 みの 日のそれぞれ
について教 えて くだ さい。
(5)1目あた りどれ く らいの時 間,け いたい式ゲー ムを
しますか。(けいたい式 ゲームはDSやPSP,けいたい
電話 を使 った ゲー ムの こ とです。)学校 があ る 目と
休みの 日のそれぞれ について教 えて くだ さい。
(6)1日あた りどれ く らいの時 間,パ ソコンを使います
か。(インターネ ッ トをす る時間 もふ くみます。)学
校が ある 口と休みの 口のそれぞれ について教 えて く
だ さい。
(7)テレビを見 るとき,画 面か らどれ く らい はなれて見
ていますか。
(8)学校が休みの 日に,1日 あた り,ど れ く らい家の外
で遊んだ りスポー ツを した りして体 を動か していま
すか。(スポーツ少年 団での活動 もふ くみます)




この アンケー トは,み なさんの 口の健康状態 について
の調査です。
アンケー トの答 えによって,先 生や家族か ら注意 され













)内 に記入 して くだ さい。
(男 ・ 女)
中学()年 生
メガネ な し(裸眼)右 目()左 目()
メガネ あ り(矯正)右 目()左 目()
※視力 はA～Dで 記 入 して くだ さい。(わ か らな け
れ ば,学 校で先生 に教 えて も らって記入 して くだ
さい)
2)み なさんの学校での生活 について質 問 します。 当て
はま る数字 を■に記入 して くだ さい。




③ ほとん ど感 じない
(2)(1)で①,② と答 えた方 にお 聞き します。 目が疲 れ
た と感 じた ら,何 か しますか。次の 中か ら選んで く
だ さい。(い くっ選 んで もかまいませ ん)
① 遠 くをみ る
② 目をっむ る
③ 目の周 りをマ ッサー ジす る
④ 目薬 をさす
⑤ 何 も してい ない
⑥ その他()
※⑥ その他 を選 んだ人は,何 をす るか()内
に書いて くだ さい。
(3)教科書 を見 るときは,口 を近づ けす ぎない よ うに し
ていますか。(問2-3)
① 目を近づ けす ぎない よ うに気 を付 けてい る
② ときどき 目を近づ けて見て しま う
③ いつ も 目を近づ けて見て しま う





① いっ も正 しい姿勢で聞いてい る。
② ときどき姿勢が悪 くなる。
③ いつ も姿勢が悪 くなる。
(6)昼休み はどの よ うに過 ごす ことが多いですか。
(問2-6)
① グラウン ドや 中庭,体 育館 などで活動す ること
が多い。
② 教室や図書館 などで読書 を した り勉強 を した り
す ることが多い。
③ 教室 などで友達 と話 してい ることが多い。
(7)部活動 には入 っていますか。入 ってい る人 は,何 部
か も教 えて くだ さい。
① 運動部 に入 ってい る
② 文化部 に入 ってい る
③ 部活 には入 ってい ない
(8)(7)で①,② を選 んだ方 にお 聞き します。部活 動 は




3.み なさんが学校か ら帰 った後の ことについて質 問 し
ます。 当て はま る数字 を□に記入 して くだ さい。
(1)ふだん,学 校での部活動以外で,ス ポー ツや運動 な
どを しています か。(ス ポー ツク ラブな どの活 動 を
含み ます。)(問3-1)
① ほとん ど毎 口してい る
② た まに してい る
③ ほとん ど してい ない
(2)(1)で①,② を選 んだ人 にお 聞き します。学校 での
部活動以外で,週 に何時 間スポー ツや運動 を してい
ますか。(スポーツクラブな どの活動 を含 みます。)
4.み なさんの家での生活 についてお聞 き します。 当て
はま る数字 を□に記入 して くだ さい。
(1)10あた り,家 で はどれ く らい勉強 してい ますか。
(学習 塾で勉強 してい る時間は含み ませ ん。)学校
が ある 口と休みの 口のそれぞれ について教 えて くだ
さい。
(2)家で勉強す るとき,電 気 スタン ドなどを使 っていま
すか。次の①,② か ら選んで くだ さい。
① 使 ってい る ② 使 ってい ない
(3)1目あた りどれ くらい の時 間,テ レビや ビデ オ ・
DVDを見ます か。(テ レビゲー ムをす る時 間は除 きま
す。)学校 があ る 日と休 みの 日のそれぞれ について
教 えて くだ さい。
(4)10あた りどれ く らいの時 間,テ レビゲー ムを しま
すか。(テ レビゲームはWiiやプ レステ など,テ レビ
を使 ったゲー ムの ことです。携帯式ゲー ムは除 きま
す。)学校 があ る 日と休 みの 日のそれぞれ について
教 えて くだ さい。
(5)1目あた りどれ く らいの時 間,携 帯式ゲー ムを しま
すか。(携帯式 ゲームはDSやPSPや携帯電話 を使 った
ゲー ムの こ とです。)学 校が ある 目と休み の 目のそ
れぞれ について教 えて くだ さい。
(6)1日あた りどれ く らいの時 間,パ ソコンを使います
か。(インターネ ッ トをす る時間 も含 みます。)学校
が ある 口と休みの 口のそれぞれ について教 えて くだ
さい。
(7)テレビを見 るとき,画 面か らどれ く らい離れて見て
いますか。

















3.ア ンケー トの 内容
「基本 項 目」,2「 家庭 でのお子様 の状況」 か ら構成
されてお ります。普段 の生活につ いて記載 して くだ さい。
1)「基本 事項」についてお聞き します。()内 に記
載,ま た は,当 て はま る番号 に0印 をつ けて くだ さ
い。
(1)家族構成(ア ンケー ト対象者のお子様 を本人 と して
くだ さい。兄弟姉妹 について は兄0歳,妹0歳 の よ
うに記載 して くだ さい)
1.父2.母3.兄 弟姉妹()
4.祖 父5.祖 母6.他

























メガネ ・コンタク トレンズの使用 についてお尋ね し
メガネ(老眼鏡除く)・コンタク トレンズ
を使用 していますか。
父 ① 使用 している ② 使用していない
③ 以前使用 していた
母 ① 使用 している ② 使用していない
③ 以前使用していた
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2)お 子様の視力状況や家庭での生活等 についてお聞 き
します。 当て はま る番号や該 当す る事項 について,
□内に記入 して くだ さい。
※調査対象のお子様 の年齢は,小 学4年 生 ・5年 生,
中学2年 生 ・3年 生です。
(1)お子 さまの視力 について質 問 します。
・お子様 はメガネや コンタク トレンズ を使 ってい ま
すか。
メガネ を使 って ① いる ・ ② いない
コンタク トレンズを使 って ① いる ・ ②い ない
・お子様 はいつか らメガネや コンタク トレンズを使
用 していますか
・お子様 はメガネや コンタク トレンズ はどの よ うに
使っていますか。次の①～③ か ら選んで くだ さい。
① 学校で も家で も,常 に使用 してい る。
② 学校だ けで使用 し,家 で は使用 しない。
③ その他()
(2)お子様 にテ レビゲー ムや携帯ゲー ム機,パ ソコン等
(インターネ ッ トをす る場合 も含む)を 使わせてい
ますか。
① 使わせてい る ② 使 わせ ていない
(3)(2)で① と答 えた方 にお尋 ね します。 お子様 には何
歳頃か らテ レビゲー ムや携帯ゲー ム機,パ ソコン等
(インターネ ッ トをす る場合 も含む)を 使わせてい
ますか。
(4)(2)で① と答 えた方 にお尋 ね します。 「ゲー ムは10
0時 間」の よ うに時 間を決 めてい ますか。決 めてい
る場合 はその時 間も教 えて くだ さい。
① 決 めてい る ② 決 めてい ない
(5)お子様が暗い所で勉強やゲー ムを していた場合,明
るい ところです るよ うに注意 していますか。
① してい る ② してい ない
(6)お子 さま は学習塾(習 字やそ ろばん などの習い事 を
除 く)に 通 っていますか。
① 通 ってい る
② 現在 は通 ってい ないが,過 去に通 っていた こと
が ある
③ 通 ってい ない
(7)(6)で①,② を選 んだ人 にお聞き します。
(ア)いつ か ら通 っています か。
(イ)塾 での学習 時間は何 時間です か。
(ウ)週 に何 回塾 に通 っています か。
(8)お子様 はス ポー ツ少年団,ス ポー ツクラブ などに入
っていますか。入 ってい る場合,何 の スポー ツか も
記載 して くだ さい。(学校 での部活動 は除 く。)
(問3-2-8)
① 入 ってい る ② 入 ってい ない
(9)学習塾 や スポー ツ少年 団以外 で,お 子様 が習 い事
(ピア ノ,習 字,そ ろばん,ス イ ミングな ど)を し
ていますか。 してい る場合,し てい る習い事すべて
を記載 して くだ さい。
① してい る ② していない
(10)お子様 は,朝 食 を食べてい ますか。次の①～③か ら
選んで くだ さい。
① 毎 日食べてい る
② ときどき食べ ない ことが ある
③ ほとん ど食べ ない
(ll)お子様 はいつ も何時 ころに眠 りますか。
()時()分 ころ
(12)お子様 は朝 は何時 ころに起 きますか。
()時()分 ころ
(13)お子様の近視の進行 を予防す るた め,普 段の生活 の
中で注意 してい ることはあ りますか。以下か ら選ん
で くだ さい。(複数 回答 可)
① テ レビやゲー ム,パ ソコンなどの時 間を少 なく
す る
② 勉強 をす るときは明るい環境です る
③ 屋外活動の時 間を増やす
④ 姿勢 をよくす る
⑤ バ ランスの 良い食事 をす る
⑥ 早寝早起 きをす る
⑦ 遠 くを見た り,口 の体操 をす る
⑧ 目が悪 くなった ら,早 い時期 に眼鏡 をか ける
⑨ 特 に注意 してい ない
⑩ その他()
(14)お子様の 目の健康 について,普 段か ら気 を付 けてい
ることや考 えてい ることが あ りま した ら,自 由に記
載 して くだ さい。
以上で アンケー トは終了です。
ま した。
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